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第
五
六
回
全
国
大
会
・
二
七
二
名
が
集
う

沖
縄
・
福
岡
で
組
織
強
化
大
き
く
前
進

五
月
十
九
・
二
十
日
の
両
日
、

大
阪
市
内
・
Ｎ
Ｃ
Ｂ
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
、
第
五
六
回
大
会
が
沖
縄

か
ら
北
海
道
ま
で
２
７
２
名
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

伊
藤
敬
一
会
長
の
開
会
挨
拶
、

中
国
大
使
館
か
ら
莫
麗
麗
領
事
の

来
賓
挨
拶
が
あ
り
、
長
尾
光
之
理

事
長
が
大
会
議
案
を
提
案
、
二
日

間
の
討
議
に
入
り
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
四
十
四
名
が
代
議
員

や
評
議
員
・
大
会
要
員
で
参
加
し
、

開
催
地
大
阪
の
渡
辺
武
府
連
会
長

が
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま

し
た
。
片
山
英
徳
理
事
長
が
大
阪

の
組
織
強
化
に
つ
い
て
「
門
真
支

部
が
昨
秋
か
ら
準
備
し
て
い
た
支

部
再
建
が
、
大
会
直
前
の
五
月
六

日
、
二
十
名
を
組
織
し
て
再
建
総
会

を
開
催
し
た
こ
と
、
富
田
林
で
も
太

極
拳
教
室
の
開
講
な
ど
で
十
七
名
と
、

あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
、

ま
た
、
大
正
支
部
も
十
八
名
で
新
支

部
の
結
成
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
、

高
槻
、
茨
木
、
吹
田
、
東
大
阪
で
も

支
部
組
織
の
結
成
に
む
け
て
取
り
組

み
を
強
め
て
い
る
こ
と
、
当
面
７
０

０
名
、
さ
ら
に
１
０
０
０
名
を
目
標

に
し
て
、
組
織
強
化
を
進
め
て
い
る
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

沖
縄
・
福
岡
で
は
支
部
結
成
に
と

り
く
み
、
大
き
く
組
織
が
強
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
行
事
も
毎
月
の
よ
う
に

取
り
組
み
、
そ
れ
を
通
じ
て
会
員
拡

大
も
進
ん
で
い
る
経
験
が
生
き
生
き

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 府連通信

節
目
の
年
・
訪
中
ツ
ア
ー

や
記
念
の
つ
ど
い
を
提
案

歴
史
的
な
節
目
の
年
の
行
動
提
起

が
あ
り
『
盧
溝
橋
事
件
七
〇
周
年
は

日
本
国
内
で
の
活
動
を
重
視
し
、
七

月
七
日
前
後
に
全
国
一
斉
行
動
を
展

開
し
、
侵
略
戦
争
の
実
態
を
広
く
国

民
に
訴
え
ま
す
。
街
頭
宣
伝
、
講
演

会
、
記
念
の
つ
ど
い
な
ど
、
各
連
合

会
・
支
部
が
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た

行
動
・
行
事
に
と
り
く
み
ま
す
。

九
月
の
平
頂
山
事
件
七
五
周
年
、

十
二
月
の
南
京
大
虐
殺
事
件
七
〇
周

年
に
つ
い
て
は
、
中
国
各
地
の
記
念

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
柱
と
し
た

訪
中
ツ
ア
ー
を
「
平
和
の
旅
」
と
し

て
計
画
し
ま
す
』
と
各
連
合
会
・
支

部
か
ら
の
、
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

門
真
支
部
再
建
で
受
賞

各
種
表
彰
で
は
、
門
真
支
部
再
建

の
中
村
健
二
府
連
理
事
が
、
三
十
年

表
彰
は
、
恒
岡
正
勝
さ
ん
が
、
二
十

年
表
彰
は
、
平
松
悦
雄
さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
代
表
し
て
、
長
尾
新
会
長
か

ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

大
会
祝
賀
会
は
来
年
公
演
予
定
の

京
劇
「
孫
悟
空
」
の
表
演
や
、
栗
山

俊
子
さ
ん
（
大
阪
府
連
理
事
）
の
梅

華
扇
、
民
謡
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
多

彩
な
出
し
物
で
盛
り
上
が
り
、
な
ご

や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。
沖
縄
代
表

も
壇
上
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第５３回大阪府連大会
６月１０日に開催
ホテルグリーンプラザ大阪

府連大会 13：30～16：30、

祝賀会 17：00～19：00

祝賀会参加費用：4000円、予約

は６月５日までに事務局まで

連絡先：大阪府連06-6372-8131

昨
年
か
ら
の
地
道
な
努
力

が
実
り
、
全
国
大
会
を
前
に

し
た
五
月
六
日
、
十
九
名
が

参
加
し
て
「
門
真
支
部
再
建

総
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
新
入
会
員
や
、

地
域
の
仲
間
も
お
祝
い
に
か

け
つ
け
、
吉
松
正
憲
共
産
党

市
議
か
ら
の
あ
い
さ
つ
、
中

村
健
二
府
連
理
事
よ
り
、
支

部
再
建
ま
で
の
経
過
を
説
明

し
再
建
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
し
く
選
出
さ
れ
た
支
部

役
員
の
紹
介
の
あ
と
、
自
己

紹
介
と
中
国
と
の
か
か
わ
り

な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

隣
の
寝
屋
川
支
部
か
ら
、

今
橋
巳
佐
子
常
任
理
事
も
お

祝
い
に
か
け
つ
け
、
古
い
貴

重
な
日
中
の
資
料
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

「
祝
賀
会
」
で
は
参
加
者

全
員
が
、
門
真
支
部
に
対
す

る
熱
い
想
い
を
語
り
、
楽
し

い
集
い
に
な
り
し
た
。

大
阪
府
連
か
ら
は
渡
辺
武

会
長
、
片
山
英
徳
理
事
長
、

高
瀬
龍
二
事
務
局
長
が
、
そ

れ
ぞ
れ
、
お
祝
い
と
激
励
を

述
べ
ま
し
た
。

門真支部５月６日

念願の再建総会を開催

歓
迎
あ
い
さ
つ

長
尾
光
之
新
会
長

大
会
宣
言
の
提
案

門
真
支
部
再
建
表
彰

二
十
年
表
彰
を
代
表
し
て

要
員
紹
介

栗
山
さ
ん
の
梅
華
扇

京
劇
の
紹
介
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七
三
一
部
隊
罪
証
陳
列
館
の

王
鵬
館
長
を
招
い
て
の

交
流
会
開
催
さ
れ
る

チ
ベ
ッ
ト
へ
行
く
に
は
パ
ス
ポ
ー

ト
、
ビ
ザ
そ
れ
に
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区

政
府
の
認
可
と
、
北
京
に
あ
る
「
青

蔵
旅
遊
局
北
京
弁
事
処
」
で
外
国
人

入
域
許
可
書
を
発
効
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
入
国
が
出
来
ま
せ
ん
。

青
蔵
鉄
道
の
途
中
に
あ
る
タ
ン
グ

ラ
駅
は
海
抜
５
０
６
８
ｍ
、
当
然
沿

線
で
一
番
高
い
と
こ
ろ
で
す
、
ま
た

駅
か
ら
タ
ン
グ
ラ
山
脈
の
最
高
峰

（
６
６
２
１
ｍ
）
の
雪
を
頂
い
た
山
々

が
見
え
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
に
差
し
か
か
る
と
一

番
息
が
苦
し
く
、
ほ
ぼ
全
員
が
高
山

病
を
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
然

乗
務
員
も
例
外
で
は
有
り
ま
せ
ん
。

列
車
の
乗
務
中
で
あ
り
ま
す
が
、
高

山
病
対
策
と
し
て
頻
繁
に
休
憩
を
し

な
が
ら
体
調
管
理
を
し
ま
す
。

し
ば
ら
く
走
る
と
ア
ム
ド
駅
、
海

抜
４
８
０
０
ｍ
で
す
。
こ
れ
を
過
ぎ

る
と
沿
線
で
一
番
の
塩
湖
・
ツ
ォ
ナ

湖
に
一
番
近
い
所
を
通
過
し
、
雪
景

色
と
見
間
違
う
ほ
ど
の
、
広
大
で
綺

麗
な
塩
景
色
に
出
会
い
ま
す
。

そ
し
て
ダ
ム
シ
ョ
ン
駅
を
過
ぎ
る

と
も
う
一
息
で
ラ
サ
に
到
着
で
す
が
、

綺
麗
な
渓
谷
、
落
差
１
０
０
０
ｍ
に

も
目
が
奪
わ
れ
ま
す
。

い
よ
い
よ
ラ
サ
駅
到
着
で
す
。

開
通
当
初
（
２
０
０
６
年
七
月
）

の
乗
降
客
は
、
一
日
２
７
０
０
人
～

３
０
０
０
人
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
人

気
が
出
て
各
都
市
か
ら
の
出
発
列
車

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
も
っ

と
賑
わ
う
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

駅
は
四
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が

あ
り
、
駅
前
か
ら
見
る
ラ
サ
駅
は
大

き
く
近
代
的
で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統

民
族
の
色
彩
を
配
置
し
た
模
様
と
装

飾
を
加
え
て
あ
り
ま
す
。

中
国
の
各
地
方
か
ら
列
車
が
続
々

と
到
着
し
ま
す
。
標
高
は
余
り
高
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
３
６

５
０
ｍ
で
す
、
駅
か
ら
街
ま
で
は
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
ま
す
。
駅
前
に
は

観
光
客
目
当
て
の
タ
ク
シ
ー
が
客
待

ち
を
し
て
い
ま
す
が
、
の
ん
び
り
し

た
風
景
で
す
。

ラ
サ
の
寺
院
（
ポ
タ
ラ
宮
）
は
一

日
２
１
０
０
人
の
入
場
制
限
が
あ
り
、

観
光
客
の
増
加
か
ら
ラ
サ
の
自
然
や

環
境
破
壊
を
防
ぐ
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
チ
ベ
ッ
ト
全
体
の
自
然

を
ど
う
守
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
重

要
課
題
で
す
が
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー

も
当
然
要
求
さ
れ
ま
す
。
寺
院
内
は

当
然
帽
子
の
着
用
は
禁
止
で
敷
居
は

踏
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
も
つ
い
最
近
ま
で
は
当
た

り
前
の
習
慣
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

現
地
の
習
慣
に
合
わ
せ
る
事
は
、
自

然
を
守
る
ル
ー
ル
と
同
じ
で
す
。

（
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

（
祝
）
青
蔵
鉄
道
開
通

④

チ
ベ
ッ
ト
に
観
光
ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た

四
月
十
日
、
大
阪
市
内
で
、
八

日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
戦
争

と
医
学
」
展
に
関
連
し
た
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
と
医
の
倫
理
」

に
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
来
日
さ

れ
た
、
中
国
ハ
ル
ビ
ン
近
郊
に
あ

る
７
３
１
部
隊
罪
証
陳
列
館
の
王

鵬
館
長
を
か
こ
ん
で
「
講
演
と

懇
談
、
交
流
の
つ
ど
い
」
が
大
阪

府
保
険
医
協
会
、
大
阪
民
主
医
療

機
関
連
合
会
、
日
中
友
好
協
会
大

阪
府
連
合
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
医
療
関
係

者
や
日
中
大
阪
府
連
の
会
員
な
ど

五
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

王
館
長
は
７
３
１
部
隊
陳
列
館

の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
中
友
好
に

つ
い
て
も
「
過
去
の
第
二
次
世
界

大
戦
争
は
日
中
両
国
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
平
和
で
あ
っ

て
こ
そ
日
中
両
国
に
共
に
益
が
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
後
の
参
加
者
か
ら
の
質
問

は
、
経
済
、
憲
法
な
ど
多
方
面
の

分
野
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
王
館

長
は
一
つ
ひ
と
つ
に
丁
寧
に
答
え

ら
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
連
か
ら
も

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
等
の
平
和
・

不
再
戦
の
活
動
の
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
、
渡
辺

武
日
中
大
阪
府

連
会
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

二
部
の
懇
親
会
は
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
訪
中
団
で
ハ
ル
ビ

ン
に
参
加
し
た
人
達
も
参
加
し
、

王
館
長
の
「
北
国
の
春
」
の
歌
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

通
訳
に
は
大
阪
府
連
中
国
語
講

座
の
白
山
講
師
が
担
当
し
ま
し
た
。

太
極
拳
教
室
案
内

府
連
教
室

開
講
中

な
ん
ば
府
立
体
育
館
な
ど

月
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

西
支
部
教
室

開
講
中

北
ス
ポ
ー
ツ
・
東
梅
田
体
育
館

木
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

守
口
教
室
・
第
一
中
学
体
育
館

金
曜
日
・
午
後
七
時
か
ら

守
口
東
部
教
室
・
東
部
公
民
館

土
曜
日
・
午
後
一
時
か
ら

富
田
林
教
室

開
講
中

ケ
ア
セ
ン
タ
ー｢

け
あ
ぱ
る｣

水
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

詳
細
は
府
連
事
務
局
ま
で

大
阪
き
り
え
展

六
月
四
日(

月)

～
九
日(

土)

十
時
～
六
時(

最
終
日
三
時
）

大
阪
府
立
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー

『
全
大
阪
き
り
え
美
術
展
』
は

三
十
回
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
出
品
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
、
続

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
画
集
「
大
阪
の
き
り
え

Ⅴ
」
を
刊
行
し
ま
す
。
１
３
３
名

の
方
が
作
品
を
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

な
お
、
展
覧
会
の
会
場
が
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
と
変
わ
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

ま
た
「
日
本
き
り
え
協
会
会
員

展
」
が
、
六
月
十
一
日(

月)

～
十

六
日(

土)

同
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。合

わ
せ
て
の
ご
高
覧
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。


